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(57)【要約】　      （修正有）
【課題】いかなる導電ケーブルを配置する必要もなく、 
電気性能の安定性がより高く、リチウム電池の内部接続 
構造が簡略化され、より安全なリチウム電池の降圧回路 
モジュールを提供する。
【解決手段】リチウム電池の降圧回路モジュール及び１ 
．５Ｖリチウム電池に関し、降圧回路モジュールはＰＣ 
Ｂ板１、外導電キャップ２及び内導電キャップ３を含み 
、ＰＣＢ板の正面に正極銅リング１１及び負極銅リング 
１２が設けられ、正極銅リングは外導電キャップに電気 
的に接続され、外導電キャップは低圧出力正極として用 
いられ、負極銅リングは共通負極として用いられ、ＰＣ 
Ｂ板の背面に高圧入力銅リングが設けられ、高圧入力銅 
リングは内導電キャップに電気的に接続され、内導電キ 
ャップは高圧入力正極として用いられる。
【選択図】図３

評価書の請求　未請求　請求項の数　8　　ＯＬ　（全9頁）　最終頁に続く



10

20

30

40

50

JP 3248053 U 2024.8.16(2)

【 実 用 新 案 登 録 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 Ｐ Ｃ Ｂ 板 （ １ ） を 含 み 、 前 記 Ｐ Ｃ Ｂ 板 （ １ ） に 降 圧 回 路 、 充 放 電 路 及 び 保 護 回 路 が 集 積  
さ れ る リ チ ウ ム 電 池 の 降 圧 回 路 モ ジ ュ ー ル に お い て 、 外 導 電 キ ャ ッ プ （ ２ ） 及 び 内 導 電 キ  
ャ ッ プ （ ３ ） を さ ら に 含 み 、 前 記 Ｐ Ｃ Ｂ 板 （ １ ） の 正 面 に 正 極 銅 リ ン グ （ １ １ ） 及 び 負 極  
銅 リ ン グ （ １ ２ ） が 設 け ら れ 、 前 記 正 極 銅 リ ン グ （ １ １ ） は 前 記 外 導 電 キ ャ ッ プ （ ２ ） に  
電 気 的 に 接 続 さ れ 、 前 記 外 導 電 キ ャ ッ プ （ ２ ） は 低 圧 出 力 正 極 と し て 用 い ら れ 、 前 記 負 極  
銅 リ ン グ （ １ ２ ） は 共 通 負 極 と し て 用 い ら れ 、 前 記 Ｐ Ｃ Ｂ 板 （ １ ） の 背 面 に 高 圧 入 力 銅 リ  
ン グ （ １ ３ ） が 設 け ら れ 、 前 記 高 圧 入 力 銅 リ ン グ （ １ ３ ） は 前 記 内 導 電 キ ャ ッ プ （ ３ ） に  
電 気 的 に 接 続 さ れ 、 前 記 内 導 電 キ ャ ッ プ （ ３ ） は 高 圧 入 力 正 極 と し て 用 い ら れ る こ と を 特  
徴 と す る リ チ ウ ム 電 池 の 降 圧 回 路 モ ジ ュ ー ル 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 外 導 電 キ ャ ッ プ （ ２ ） 及 び 前 記 内 導 電 キ ャ ッ プ （ ３ ） は い ず れ も 表 面 実 装 に よ り 前  
記 Ｐ Ｃ Ｂ 板 （ １ ） に 溶 接 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の リ チ ウ ム 電 池 の 降 圧 回  
路 モ ジ ュ ー ル 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 Ｐ Ｃ Ｂ 板 （ １ ） に お け る 電 子 素 子 （ １ ４ ） は 前 記 外 導 電 キ ャ ッ プ （ ２ ） 及 び 前 記 内  
導 電 キ ャ ッ プ （ ３ ） 内 に 集 中 的 に 配 置 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の リ チ ウ ム  
電 池 の 降 圧 回 路 モ ジ ュ ー ル 。
【 請 求 項 ４ 】
　 外 導 電 キ ャ ッ プ （ ２ ） 内 に 位 置 す る 電 子 素 子 （ １ ４ ） は コ ン デ ン サ 、 イ ン ダ ク タ 及 び 抵  
抗 器 で あ り 、 内 導 電 キ ャ ッ プ （ ３ ） 内 に 位 置 す る 電 子 素 子 （ １ ４ ） は ス リ ー イ ン ワ ン チ ッ  
プ で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ に 記 載 の リ チ ウ ム 電 池 の 降 圧 回 路 モ ジ ュ ー ル 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 外 導 電 キ ャ ッ プ （ ２ ） の 下 端 に フ ラ ン ジ 辺 （ ２ １ ） が 設 置 さ れ る こ と を 特 徴 と す る  
請 求 項 ２ に 記 載 の リ チ ウ ム 電 池 の 降 圧 回 路 モ ジ ュ ー ル 。
【 請 求 項 ６ 】
　 弾 性 リ ン グ （ ４ ） を さ ら に 含 み 、 前 記 弾 性 リ ン グ （ ４ ） は 前 記 負 極 銅 リ ン グ （ １ ２ ） に  
電 気 的 に 接 続 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 乃 至 ５ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の リ チ ウ ム 電  
池 の 降 圧 回 路 モ ジ ュ ー ル 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 弾 性 リ ン グ （ ４ ） は ベ ー ス リ ン グ （ ４ １ ） 及 び ベ ー ス リ ン グ （ ４ １ ） 周 辺 に 均 一 に  
設 置 さ れ た 反 り 片 （ ４ ２ ） を 含 み 、 前 記 ベ ー ス リ ン グ （ ４ １ ） の 背 面 は 表 面 実 装 に よ り 前  
記 負 極 銅 リ ン グ （ １ ２ ） に 溶 接 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ６ に 記 載 の リ チ ウ ム 電 池 の  
降 圧 回 路 モ ジ ュ ー ル 。
【 請 求 項 ８ 】
　 金 属 ケ ー ス （ ２ ０ ０ ） 、 Ｐ Ｖ Ｃ 外 被 （ ３ ０ ０ ） 、 巻 回 セ ル モ ジ ュ ー ル （ ４ ０ ０ ） 及 び 請  
求 項 ６ に 記 載 の リ チ ウ ム 電 池 の 降 圧 回 路 モ ジ ュ ー ル （ １ ０ ０ ） を 含 み 、 前 記 巻 回 セ ル モ ジ  
ュ ー ル （ ４ ０ ０ ） 及 び 前 記 降 圧 回 路 モ ジ ュ ー ル （ １ ０ ０ ） は い ず れ も 金 属 ケ ー ス （ ２ ０ ０  
） 内 に 設 置 さ れ 、 前 記 巻 回 セ ル モ ジ ュ ー ル （ ４ ０ ０ ） の 正 極 タ ブ （ ４ ０ １ ） は 前 記 内 導 電  
キ ャ ッ プ （ ３ ） に 溶 接 さ れ 、 負 極 タ ブ （ ４ ０ ２ ） は 金 属 ケ ー ス （ ２ ０ ０ ） の 底 部 に 溶 接 さ  
れ 、 前 記 弾 性 リ ン グ （ ４ ） は 金 属 ケ ー ス （ ２ ０ ０ ） に 弾 性 的 に 当 接 し 、 前 記 Ｐ Ｖ Ｃ 外 被 （  
３ ０ ０ ） は 金 属 ケ ー ス （ ２ ０ ０ ） を 包 む た め に 用 い ら れ る こ と を 特 徴 と す る １ ． ５ Ｖ リ チ  
ウ ム 電 池 。
【 考 案 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 願 は リ チ ウ ム 電 池 技 術 の 分 野 に 関 し 、 特 に リ チ ウ ム 電 池 の 降 圧 回 路 モ ジ ュ ー ル 及 び １  
． ５ Ｖ リ チ ウ ム 電 池 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
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【 ０ ０ ０ ２ 】
　 ５ 号 電 池 及 び ７ 号 電 池 は 非 常 に 汎 用 的 な 電 池 で あ り 、 リ モ コ ン 、 電 動 玩 具 、 電 動 歯 ブ ラ  
シ 、 シ ェ ー バ ー 、 ワ イ ヤ レ ス マ イ ク 、 ド ア ベ ル な ど 、 各 種 の 機 器 に 広 く 用 い ら れ 、 一 般 的  
に は 使 い 捨 て 乾 電 池 で あ り 、 充 電 可 能 な ニ ッ ケ ル 水 素 電 池 も あ り 、 ニ ッ ケ ル 水 素 電 池 は メ  
モ リ 効 果 が あ り 、 充 電 可 能 回 数 が 少 な く 、 寿 命 が 短 い と い う 欠 点 が あ り 、 実 際 の 応 用 が 制  
限 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 リ チ ウ ム 電 池 は メ モ リ 効 果 が な く 、 エ ネ ル ギ ー 密 度 が 大 き く 、 耐 用 年 数 が 長 い と い う 利  
点 を 有 す る が 、 リ チ ウ ム 電 池 の セ ル 電 圧 は 一 般 的 に ３ ． ０ ～ ４ ． ２ Ｖ で あ り 、 ５ 号 電 池 及  
び ７ 号 電 池 の サ イ ズ に し て も 既 存 の 様 々 な 機 器 に 直 接 応 用 す る こ と が で き な い 。 こ の た め  
降 圧 可 能 な リ チ ウ ム 電 池 を 設 計 し 、 出 力 電 圧 を １ ． ５ Ｖ ま で 低 下 さ せ 、 電 池 の 汎 用 性 を 向  
上 さ せ 、 従 来 の 使 い 捨 て 電 池 及 び ニ ッ ケ ル 水 素 電 池 を 置 き 換 え る こ と が で き 、 高 い 応 用 の  
将 来 性 を 有 す る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 例 え ば 、 公 開 番 号 が Ｃ Ｎ ２ ０ ３ ７ ８ ７ ４ ８ ０ Ｕ で 、 名 称 が 「 可 変 電 圧 の 円 筒 形 電 池 装 置  
」 で あ る 中 国 特 許 出 願 に お い て 、 電 圧 降 下 回 路 基 板 に よ り リ チ ウ ム 電 池 の 高 電 圧 を １ ． ５  
Ｖ の 低 電 圧 に 変 換 す る 低 圧 リ チ ウ ム 電 池 が 開 示 さ れ 、 公 開 番 号 が Ｃ Ｎ ２ ０ ４ ９ ６ ６ ６ １ １  
Ｕ で 、 名 称 が 「 １ ． ５ Ｖ の 定 電 圧 リ チ ウ ム イ オ ン 電 池 」 で あ る 中 国 特 許 出 願 に お い て 、 １  
． ５ Ｖ の 低 電 圧 を 定 常 的 に 出 力 す る こ と が で き 、 同 じ ポ ー ト に よ る 充 放 電 機 能 を 実 現 す る  
降 圧 回 路 が 開 示 さ れ る 。 し か し 上 記 従 来 技 術 は い ず れ も 詳 細 な 内 部 構 造 を 開 示 せ ず 、 開 示  
さ れ た 内 容 も 合 理 的 で は な く 、 ５ 号 電 池 及 び ７ 号 電 池 の サ イ ズ が 小 さ い た め 、 降 圧 回 路 モ  
ジ ュ ー ル を ど の よ う に 設 計 し 、 リ チ ウ ム 電 池 内 部 に 合 理 的 に 配 置 す る か 、 リ チ ウ ム セ ル と  
の 電 気 的 接 続 を ど の よ う に 実 現 す る か は 、 非 常 に 重 要 な 一 環 で あ り 、 さ ら な る 改 良 が 必 要  
で あ る 。
【 考 案 の 概 要 】
【 考 案 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 従 来 の リ チ ウ ム 電 池 の 内 部 構 造 が 合 理 的 で な い と い う 技 術 的 問 題 を 解 決 す る た め に 、 本  
考 案 は リ チ ウ ム 電 池 の 降 圧 回 路 モ ジ ュ ー ル 及 び １ ． ５ Ｖ の リ チ ウ ム 電 池 を 提 供 す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 一 方 、 本 願 は リ チ ウ ム 電 池 の 降 圧 回 路 モ ジ ュ ー ル を 提 供 し 、 降 圧 回 路 モ ジ ュ ー ル は Ｐ Ｃ  
Ｂ 板 を 含 み 、 前 記 Ｐ Ｃ Ｂ 板 に 降 圧 回 路 、 充 放 電 路 及 び 保 護 回 路 が 集 積 さ れ 、 降 圧 回 路 モ ジ  
ュ ー ル は 外 導 電 キ ャ ッ プ 及 び 内 導 電 キ ャ ッ プ を さ ら に 含 み 、 前 記 Ｐ Ｃ Ｂ 板 の 正 面 に 正 極 銅  
リ ン グ 及 び 負 極 銅 リ ン グ が 設 け ら れ 、 前 記 正 極 銅 リ ン グ は 外 導 電 キ ャ ッ プ に 電 気 的 に 接 続  
さ れ 、 前 記 外 導 電 キ ャ ッ プ は 低 圧 出 力 正 極 と し て 用 い ら れ 、 前 記 負 極 銅 リ ン グ は 共 通 負 極  
と し て 用 い ら れ 、 前 記 Ｐ Ｃ Ｂ 板 の 背 面 に 高 圧 入 力 銅 リ ン グ が 設 け ら れ 、 前 記 高 圧 入 力 銅 リ  
ン グ は 内 導 電 キ ャ ッ プ に 電 気 的 に 接 続 さ れ 、 前 記 内 導 電 キ ャ ッ プ は 高 圧 入 力 正 極 と し て 用  
い ら れ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 上 記 技 術 的 解 決 手 段 を 採 用 す る こ と に よ り 、 本 願 の Ｐ Ｃ Ｂ 板 は 、 例 え ば 降 圧 回 路 、 定 電  
圧 回 路 、 充 電 回 路 、 過 放 電 保 護 回 路 な ど 、 従 来 の 必 要 な 回 路 を 採 用 す る こ と が で き 、 回 路  
原 理 を 大 幅 に 改 良 す る 必 要 が な い が 、 構 造 的 に 非 常 に 大 き な 改 良 を 行 い 、 す な わ ち 、 Ｐ Ｃ  
Ｂ 板 に 正 極 銅 リ ン グ 、 負 極 銅 リ ン グ 及 び 高 圧 入 力 銅 リ ン グ を 設 置 し 、 正 極 銅 リ ン グ を 低 圧  
出 力 正 極 と し 、 高 圧 入 力 銅 リ ン グ を 高 圧 入 力 正 極 と し 、 負 極 銅 リ ン グ を 共 通 負 極 と し 、 こ  
の ３ つ の 銅 リ ン グ に よ り 高 圧 入 力 及 び 低 圧 出 力 の 機 能 を 実 現 し 、 高 圧 入 力 銅 リ ン グ を さ ら  
に 内 導 電 キ ャ ッ プ に 電 気 的 に 接 続 し て 、 高 圧 入 力 正 極 と し 、 正 極 銅 リ ン グ を さ ら に 外 導 電  
キ ャ ッ プ に 電 気 的 に 接 続 し て 、 外 導 電 キ ャ ッ プ を リ チ ウ ム 電 池 の 出 力 正 極 と し 、 負 極 銅 リ  
ン グ を さ ら に リ チ ウ ム 電 池 の 金 属 ケ ー ス に 電 気 的 に 接 続 し て 、 リ チ ウ ム 電 池 の 出 力 負 極 と  
し 、 同 じ ポ ー ト に よ る 充 放 電 機 能 を 実 現 し 、 い か な る 導 電 ケ ー ブ ル を 配 置 す る 必 要 も な く  
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、 電 気 性 能 の 安 定 性 が よ り 高 く 、 リ チ ウ ム 電 池 の 内 部 接 続 構 造 を 簡 略 化 し 、 よ り 安 全 で あ  
る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 好 ま し く は 、 前 記 外 導 電 キ ャ ッ プ と 内 導 電 キ ャ ッ プ は い ず れ も 表 面 実 装 に よ り Ｐ Ｃ Ｂ 板  
に 溶 接 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 好 ま し く は 、 前 記 Ｐ Ｃ Ｂ 板 に お け る 電 子 素 子 は 外 導 電 キ ャ ッ プ 及 び 内 導 電 キ ャ ッ プ 内 に  
集 中 的 に 配 置 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 好 ま し く は 、 外 導 電 キ ャ ッ プ 内 に 位 置 す る 電 子 素 子 は コ ン デ ン サ 、 イ ン ダ ク タ 及 び 抵 抗  
器 で あ り 、 内 導 電 キ ャ ッ プ 内 に 位 置 す る 電 子 素 子 は ス リ ー イ ン ワ ン チ ッ プ で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 好 ま し く は 、 前 記 外 導 電 キ ャ ッ プ の 下 端 に フ ラ ン ジ 辺 が 設 置 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 好 ま し く は 、 前 記 降 圧 回 路 モ ジ ュ ー ル は 弾 性 リ ン グ を さ ら に 含 み 、 前 記 弾 性 リ ン グ は 負  
極 銅 リ ン グ に 電 気 的 に 接 続 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 好 ま し く は 、 前 記 弾 性 リ ン グ は ベ ー ス リ ン グ 及 び ベ ー ス リ ン グ 周 辺 に 均 一 に 設 置 さ れ た  
反 り 片 を 含 み 、 前 記 ベ ー ス リ ン グ の 背 面 は 表 面 実 装 に よ り 負 極 銅 リ ン グ に 溶 接 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 一 方 、 本 願 は １ ． ５ Ｖ リ チ ウ ム 電 池 を 提 供 し 、 １ ． ５ Ｖ リ チ ウ ム 電 池 は 金 属 ケ ー ス 、 Ｐ  
Ｖ Ｃ 外 被 、 巻 回 セ ル モ ジ ュ ー ル 及 び 上 記 リ チ ウ ム 電 池 の 降 圧 回 路 モ ジ ュ ー ル を 含 み 、 前 記  
巻 回 セ ル モ ジ ュ ー ル 及 び 降 圧 回 路 モ ジ ュ ー ル は い ず れ も 金 属 ケ ー ス 内 に 設 置 さ れ 、 前 記 巻  
回 セ ル モ ジ ュ ー ル の 正 極 タ ブ は 内 導 電 キ ャ ッ プ に 溶 接 さ れ 、 負 極 タ ブ は 金 属 ケ ー ス の 底 部  
に 溶 接 さ れ 、 前 記 弾 性 リ ン グ は 金 属 ケ ー ス に 弾 性 的 に 当 接 し 、 前 記 Ｐ Ｖ Ｃ 外 被 は 金 属 ケ ー  
ス を 包 む た め に 用 い ら れ る 。
【 考 案 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 以 上 説 明 し た よ う に 、 本 願 は 以 下 の 少 な く と も １ つ の 有 益 な 技 術 的 効 果 を 含 む 。
　 １ ． 本 願 は 外 導 電 キ ャ ッ プ 及 び 内 導 電 キ ャ ッ プ を 設 置 し 、 Ｐ Ｃ Ｂ 板 に 正 極 銅 リ ン グ 、 負  
極 銅 リ ン グ 及 び 高 圧 入 力 銅 リ ン グ を 設 置 し 、 い か な る 導 電 ケ ー ブ ル も 使 用 せ ず 、 電 気 性 能  
の 安 定 性 が よ り 高 く 、
　 ２ ． 本 願 の リ チ ウ ム 電 池 の 内 部 構 造 が 簡 略 化 さ れ 、 内 部 接 続 構 造 が よ り 確 実 で 、 よ り 安  
全 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ６ 】
【 図 １ 】 本 願 の 実 施 例 に 記 載 の 降 圧 回 路 モ ジ ュ ー ル の 正 面 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 願 の 実 施 例 に 記 載 の 降 圧 回 路 モ ジ ュ ー ル の 背 面 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 願 の 実 施 例 に 記 載 の 降 圧 回 路 モ ジ ュ ー ル の 分 解 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 願 の 実 施 例 に 記 載 の Ｐ Ｃ Ｂ 板 の 背 面 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 願 の 実 施 例 に 記 載 の １ ． ５ Ｖ リ チ ウ ム 電 池 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 本 願 の 実 施 例 に 記 載 の １ ． ５ Ｖ リ チ ウ ム 電 池 の 半 断 面 構 造 概 略 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 図 ６ の Ａ 部 の 拡 大 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 図 ６ の Ｂ 部 の 拡 大 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 本 願 の 実 施 例 に 記 載 の 巻 回 セ ル モ ジ ュ ー ル の 斜 視 図 で あ る 。
【 考 案 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ １ ７ 】
　 以 下 、 図 １ ～ ９ を 参 照 し て 本 願 を さ ら に 詳 細 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 図 １ か ら 図 ４ を 参 照 し 、 本 願 の 実 施 例 は リ チ ウ ム 電 池 の 降 圧 回 路 モ ジ ュ ー ル １ ０ ０ を 開  
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示 し 、 前 記 降 圧 回 路 モ ジ ュ ー ル １ ０ ０ は Ｐ Ｃ Ｂ 板 １ を 含 み 、 前 記 Ｐ Ｃ Ｂ 板 １ に 降 圧 回 路 、  
充 放 電 路 及 び 保 護 回 路 が 集 積 さ れ る 。 降 圧 回 路 モ ジ ュ ー ル １ ０ ０ は 外 導 電 キ ャ ッ プ ２ 及 び  
内 導 電 キ ャ ッ プ ３ を さ ら に 含 む 。 前 記 Ｐ Ｃ Ｂ 板 １ の 正 面 に 正 極 銅 リ ン グ １ １ 及 び 負 極 銅 リ  
ン グ １ ２ が 設 け ら れ 、 前 記 正 極 銅 リ ン グ １ １ は 外 導 電 キ ャ ッ プ ２ に 電 気 的 に 接 続 さ れ 、 前  
記 外 導 電 キ ャ ッ プ ２ は 低 圧 出 力 正 極 と し て 用 い ら れ 、 前 記 負 極 銅 リ ン グ １ ２ は 共 通 負 極 と  
し て 用 い ら れ る 。 前 記 Ｐ Ｃ Ｂ 板 １ の 背 面 に 高 圧 入 力 銅 リ ン グ １ ３ が 設 け ら れ 、 前 記 高 圧 入  
力 銅 リ ン グ １ ３ は 内 導 電 キ ャ ッ プ ３ に 電 気 的 に 接 続 さ れ 、 前 記 内 導 電 キ ャ ッ プ ３ は 高 圧 入  
力 正 極 と し て 用 い ら れ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 図 ３ を 参 照 し 、 前 記 外 導 電 キ ャ ッ プ ２ 及 び 内 導 電 キ ャ ッ プ ３ は い ず れ も 表 面 実 装 に よ り  
Ｐ Ｃ Ｂ 板 １ に 溶 接 さ れ る 。 前 記 Ｐ Ｃ Ｂ 板 １ に お け る 電 子 素 子 １ ４ は 外 導 電 キ ャ ッ プ ２ 及 び  
内 導 電 キ ャ ッ プ ３ 内 に 集 中 的 に 配 置 さ れ る 。 電 子 素 子 １ ４ は 合 理 的 に 配 置 さ れ 、 外 導 電 キ  
ャ ッ プ ２ 及 び 内 導 電 キ ャ ッ プ ３ の 内 部 空 間 を 十 分 に 利 用 す る 。 外 導 電 キ ャ ッ プ ２ 内 に 位 置  
す る 電 子 素 子 １ ４ は コ ン デ ン サ 、 イ ン ダ ク タ 及 び 抵 抗 器 で あ り 、 内 導 電 キ ャ ッ プ ３ 内 に 位  
置 す る 電 子 素 子 １ ４ は ス リ ー イ ン ワ ン チ ッ プ で あ り 、 ス リ ー イ ン ワ ン チ ッ プ は 従 来 技 術 で  
あ り 、 集 積 度 が 高 く 、 体 積 が 小 さ い と い う 利 点 を 有 し 、 Ｐ Ｃ Ｂ 板 １ の 設 計 が よ り 容 易 で あ  
る 。 外 導 電 キ ャ ッ プ ２ と 内 導 電 キ ャ ッ プ ３ は 接 続 強 度 が 高 く 、 固 定 が 確 実 で 、 接 続 部 の 抵  
抗 が 小 さ く 、 導 電 性 が 高 い だ け で な く 、 さ ら に 所 定 の シ ー ル 性 能 を 有 し 、 水 や 塵 埃 の 侵 入  
を 防 止 し 、 電 子 素 子 １ ４ を 保 護 す る 役 割 を 果 た し 、 電 子 素 子 １ ４ は 外 部 と 接 触 せ ず 、 衝 突  
し て 破 損 し な い 。 外 導 電 キ ャ ッ プ ２ が 露 出 す る た め 、 外 部 の 衝 撃 を 受 け や す く 、 固 定 の 強  
度 を 補 強 す る 必 要 が あ り 、 そ の た め 、 外 導 電 キ ャ ッ プ ２ の 下 端 に フ ラ ン ジ 辺 ２ １ が 設 け ら  
れ 、 フ ラ ン ジ 辺 ２ １ は 所 定 の 幅 を 有 し 、 外 導 電 キ ャ ッ プ ２ の 肉 厚 の 数 倍 で あ り 、 正 極 銅 リ  
ン グ １ １ と の 溶 接 面 積 が 大 き く 、 固 定 が 確 実 で 、 衝 撃 に 耐 え る 。 内 導 電 キ ャ ッ プ ３ は 露 出  
せ ず 、 外 部 か ら の 衝 撃 を 受 け ず 、 強 度 に 対 す る 要 求 が や や 低 い た め 、 フ ラ ン ジ 辺 を 設 置 す  
る 必 要 が な い 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 図 １ 及 び 図 ３ を 参 照 し 、 前 記 降 圧 回 路 モ ジ ュ ー ル １ ０ ０ は 弾 性 リ ン グ ４ を さ ら に 含 み 、  
前 記 弾 性 リ ン グ ４ は 負 極 銅 リ ン グ １ ２ に 電 気 的 に 接 続 さ れ る 。 前 記 弾 性 リ ン グ ４ は ベ ー ス  
リ ン グ ４ １ 及 び ベ ー ス リ ン グ ４ １ の 周 辺 に 均 一 に 設 置 さ れ た 反 り 片 ４ ２ を 含 み 、 前 記 ベ ー  
ス リ ン グ ４ １ の 背 面 は 表 面 実 装 に よ り 負 極 銅 リ ン グ １ ２ に 溶 接 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 本 願 の Ｐ Ｃ Ｂ 板 １ は 、 例 え ば 降 圧 回 路 、 定 電 圧 回 路 、 充 電 回 路 、 過 放 電 保 護 回 路 な ど 、  
既 存 の 必 要 な 回 路 を 用 い る こ と が で き 、 回 路 原 理 を 大 幅 に 改 良 す る 必 要 が な い が 、 構 造 的  
に 非 常 に 大 き な 改 良 を 行 う 。 Ｐ Ｃ Ｂ 板 １ に 正 極 銅 リ ン グ １ １ 、 負 極 銅 リ ン グ １ ２ 及 び 高 圧  
入 力 銅 リ ン グ １ ３ を 設 置 し 、 正 極 銅 リ ン グ １ １ を 低 圧 出 力 正 極 と し 、 高 圧 入 力 銅 リ ン グ １  
３ を 高 圧 入 力 正 極 と し 、 負 極 銅 リ ン グ １ ２ を 共 通 負 極 と し 、 こ の ３ つ の 銅 リ ン グ に よ り 高  
圧 入 力 及 び 低 圧 出 力 の 機 能 を 実 現 す る 。 高 圧 入 力 銅 リ ン グ １ ３ を さ ら に 内 導 電 キ ャ ッ プ ３  
に 電 気 的 に 接 続 し て 、 高 圧 入 力 正 極 と し 、 正 極 銅 リ ン グ １ １ を さ ら に 外 導 電 キ ャ ッ プ ２ に  
電 気 的 に 接 続 し て 、 外 導 電 キ ャ ッ プ ２ を リ チ ウ ム 電 池 の 出 力 正 極 と し 、 負 極 銅 リ ン グ １ ２  
を さ ら に リ チ ウ ム 電 池 の 金 属 ケ ー ス ２ ０ ０ に 電 気 的 に 接 続 し て 、 リ チ ウ ム 電 池 の 出 力 負 極  
と し 、 同 じ ポ ー ト に よ る 充 放 電 機 能 を 実 現 し 、 い か な る 導 電 ケ ー ブ ル を 配 置 す る 必 要 も な  
く 、 電 気 性 能 の 安 定 性 が よ り 高 く 、 リ チ ウ ム 電 池 内 部 の 接 続 構 造 が 簡 略 化 さ れ 、 よ り 安 全  
で あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 図 ５ か ら 図 ９ を 参 照 し 、 本 願 の 実 施 例 は １ ． ５ Ｖ リ チ ウ ム 電 池 を 開 示 し 、 前 記 １ ． ５ Ｖ  
リ チ ウ ム 電 池 は 金 属 ケ ー ス ２ ０ ０ 、 Ｐ Ｖ Ｃ 外 被 ３ ０ ０ 、 巻 回 セ ル モ ジ ュ ー ル ４ ０ ０ 、 プ ラ  
ス チ ッ ク 中 枠 ５ ０ ０ 及 び 上 記 リ チ ウ ム 電 池 の 降 圧 回 路 モ ジ ュ ー ル １ ０ ０ を 含 み 、 前 記 巻 回  
セ ル モ ジ ュ ー ル ４ ０ ０ 、 プ ラ ス チ ッ ク 中 枠 ５ ０ ０ 及 び 降 圧 回 路 モ ジ ュ ー ル １ ０ ０ は い ず れ  
も 金 属 ケ ー ス ２ ０ ０ 内 に 設 置 さ れ 、 プ ラ ス チ ッ ク 中 枠 ５ ０ ０ は 降 圧 回 路 モ ジ ュ ー ル １ ０ ０  
を 支 持 す る た め に 用 い ら れ 、 前 記 巻 回 セ ル モ ジ ュ ー ル ４ ０ ０ の 正 極 タ ブ ４ ０ １ は 内 導 電 キ  
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ャ ッ プ ３ に 溶 接 さ れ 、 負 極 タ ブ ４ ０ ２ は 金 属 ケ ー ス ２ ０ ０ の 底 部 に 溶 接 さ れ 、 前 記 弾 性 リ  
ン グ ４ は 金 属 ケ ー ス ２ ０ ０ に 弾 性 的 に 当 接 し 、 前 記 Ｐ Ｖ Ｃ 外 被 ３ ０ ０ は 金 属 ケ ー ス ２ ０ ０  
を 包 む た め に 用 い ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 巻 回 セ ル モ ジ ュ ー ル ４ ０ ０ の 正 極 タ ブ ４ ０ １ は 内 導 電 キ ャ ッ プ ３ 、 高 圧 入 力 銅 リ ン グ １  
３ を 介 し て Ｐ Ｃ Ｂ 板 １ に 接 続 さ れ 、 巻 回 セ ル モ ジ ュ ー ル ４ ０ ０ の 負 極 タ ブ ４ ０ ２ は 金 属 ケ  
ー ス ２ ０ ０ 、 弾 性 リ ン グ ４ 、 負 極 銅 リ ン グ １ ２ を 介 し て Ｐ Ｃ Ｂ 板 １ に 接 続 さ れ 、 Ｐ Ｃ Ｂ 板  
１ に お け る 回 路 降 圧 処 理 を 経 た 後 、 正 極 銅 リ ン グ １ １ 、 外 導 電 キ ャ ッ プ ２ か ら リ チ ウ ム 電  
池 の 正 極 が 出 力 さ れ 、 負 極 銅 リ ン グ １ ２ 、 弾 性 リ ン グ ４ 、 金 属 ケ ー ス ２ ０ ０ か ら リ チ ウ ム  
電 池 の 負 極 が 出 力 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 前 記 弾 性 リ ン グ ４ の 反 り 片 ４ ２ は 金 属 ケ ー ス ２ ０ ０ に 弾 性 的 に 圧 着 し 、 弾 性 的 圧 着 は 金  
属 ケ ー ス ２ ０ ０ と Ｐ Ｃ Ｂ 板 １ に お け る 負 極 銅 リ ン グ １ ２ と の 圧 着 が 緊 密 で は な く 、 又 は 負  
極 銅 リ ン グ １ ２ が 圧 壊 さ れ る 状 況 の 発 生 を 回 避 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 以 上 、 い ず れ も 本 願 の 好 適 な 実 施 例 で あ り 、 こ れ に 基 づ い て 本 願 の 保 護 範 囲 を 制 限 す る  
も の で は な く 、 し た が っ て 、 本 願 の 構 造 、 形 状 、 原 理 に 基 づ く 等 価 変 化 は 、 い ず れ も 本 願  
の 保 護 範 囲 内 に 含 ま れ る べ き で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 １ … Ｐ Ｃ Ｂ 板 、 １ １ … 正 極 銅 リ ン グ 、 １ ２ … 負 極 銅 リ ン グ 、 １ ３ … 高 圧 入 力 銅 リ ン グ 、  
１ ４ … 電 子 素 子 、 ２ … 外 導 電 キ ャ ッ プ 、 ２ １ … フ ラ ン ジ 辺 、 ３ … 内 導 電 キ ャ ッ プ 、 ４ … 弾  
性 リ ン グ 、 ４ １ … ベ ー ス リ ン グ 、 ４ ２ … 反 り 片 、 １ ０ ０ … 降 圧 回 路 モ ジ ュ ー ル 、 ２ ０ ０ …  
金 属 ケ ー ス 、 ３ ０ ０ … Ｐ Ｖ Ｃ 外 被 、 ４ ０ ０ … 巻 回 セ ル モ ジ ュ ー ル 、 ４ ０ １ … 正 極 タ ブ 、 ４  
０ ２ … 負 極 タ ブ 、 ５ ０ ０ … プ ラ ス チ ッ ク の 中 枠 。
【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】
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